
二 州 第 一 保 育 園 と 二 州 第 二 保 育 園 の
統合案に係る保護者・地域住民説明会

～ 子 ど も た ち に よ り 良 い 保 育 環 境 を
　 将 来 に わ た っ て 提 供 す る た め に ～

令和8年8月19日／22日

八街市健康福祉部子育て支援課



本日は、行政の決定事項を単にお伝えする場ではなく、こども
たちの最適な成長環境を共につくるための「対話の場」です
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子どもが心豊かに健やかに育つまち



急激な少子化により、現在の施設規模を維持することは
構造的に困難な局面にあります
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市全体の0～5歳児童数の将来推計
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※本推計は、現時点で把握できるデータに基づき算出したものであり、今後の社会情勢や人口動向の変化により推計結果が変動する場合があります。

約48%減少
令和16年度推計

641人の
空き定員
（市全体）
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統合の目的は、子どもたちの健やかな発達に不可欠な
「適正規模の集団保育」の質を維持・向上させることにあります

少人数の集団 適正規模の集団

同年代の関わりが限定的 原則：適正人数60人以上

多様な関わり合い
協同的な学び
社会性の育成
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統合の目的は、子どもたちの健やかな発達に不可欠な
「適正規模の集団保育」の質を維持・向上させることにあります
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（例）統合による保育士の配置最適化

保育士

専門的支援
や急な欠勤
時の対応へ
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客観的なデータ（著しい入所率の低下）と市の全体計画
に基づき、対象園を選定いたしました

令和9年3月末
二州第一保育園　閉園

令和9年4月
二州保育園(仮称)へ集約

南部地域の保育需要減少に対応

入所率 34.3% 市の中心部からの距離
市内唯一の70%未満

継続施設
コンパクトシティ方針

への適合
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統合に伴う「詰め込み」は発生せず、すべての子どもたちに
これまでどおり安全で質の高い施設環境と食事を提供できます

施設・環境の品質保証

収容能力

給食提供

定員70人
→90人へ増員

法・県の面積・設備
基準をクリア
（環境悪化なし）

質の高い給食
提供体制の維持

二州第一保育園からの
備品移行による
品質維持

✓

✓
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物理的な統合だけでなく、子どもたちの「心」がスムーズに
移行できるよう、ソフト面での最大限の支援をいたします

子どもたちの心の安心

事前交流 保育士配置の配慮 園文化の継承
事前の園見学などを
通じて、子ども同

士・保護者同士が親
しめる環境を構築

二州第一保育園の担
当保育士が二州第二
保育園へ異動し、受
け持ち体制の連続性
を確保(現在調整中)

帽子、行事、デイ
リープログラムなど、
両園の生活習慣を尊
重し丁寧にすり合わ

せを実施



八街市健康福祉部子育て支援課

シミュレーションの結果、ピーク時の送迎車両は敷地内の
駐車場で十分に収容可能であることを確認しています

駐車場の許容台数について

職員用：21台

令和8年6月データに基づくピーク時シミュレーション

周辺道路への
影響は最小限に

送迎ルールの策定および
周辺歩行者の安全確保策

の検討

利用者ピーク時最大：14台
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計画の確実な実行とともに、皆様一人一人の声に寄り添いながら
丁寧な移行準備を進めてまいります

9月
定例会での条例

改正案上程

11月
来年度入所
募集の開始

令和9年4月
統合開園

地域住民・自治会との協働
地域交流の継続、二州第一保育
園跡地利用について、市と地域
の協働によって検討を進めます

個別相談・質疑応答
転園に関するご希望や、個人的な
ご不安につきましては、丁寧に
個別対応させていただきます


